
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請書記入についての注意事項 

記入しない
でください。 

新規申請の場
合は記入しな
いでください 

昼間連絡が可能な電
話番号をご記入くだ
さい。 

申請金額は千
円単位で、様
式③の申請金
額と合わせて
ください。 

活動分野・対象者を
選んで〇を入れてく
ださい。 

担当者が代表者の場合

代表者氏名欄に記入は

不要です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標設定など数値化できる場合は可能な限

り記入してください。 

このページは選考基準を参考に記述いただ

く項目となっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度に計画している活動内容を予定している日程

順にご記入ください。 

研修や学習会・講座など、わかる範囲でできるだけ詳

しく記入ください。 

例えば「○月○日 誰を対象に、実施場所と講師名、

どのような目的で開催するのか」を記入ください。 

当財団の目指す「ボランティア活動の循環」に賛同い

ただける場合は、□にチェックを入れてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当財団に申請する助成金以外での支

出を費目別に記入してください。 

予定している資金の収入源を記入くださ

い。 

他機関からの助成などを計画している

（または予定している）金額と申請先期

間名を記入してください。会費収入や事

業収入なども、申請時にわかる範囲で記

入してください。 

収入の部と支出の部の合計金額は同じ

になるようにしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目ごとに具体的な用途と金額を算出し、計算式

（単価×数量）などを明確に記入してください。 

この様式には当財団に申請する金額のみ記入

してください 

募集要項 4 ページ「2022 年度対象経費」をご覧に

なり、対象となる経費以外は記入しないでくださ

い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動回数が多い場合は、同じ内容でまとめて記入い

ただくか、この様式をコピーしてください。 

新型コロナウイルスにより、活動を予定していたが

できなかった内容も記入してください 

2021年度に実施した活動内容を記入してください。 

2022年 1～3月までに予定している活動についても

記入してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動様子がわかる写真をこの枠内に収まるよ

う 1 枚添付してください。 

この様式は当財団ホームページに公開します。 

不特定多数の方がご覧になりますので、個人情

報は公開できる範囲で記入ください。 

（必須）と書かれている項目は必ず記入して

ください。 

活動の特徴や、募集などの PR メッセージを

記入してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 点 1 万円以上の備品申請をされる場合は必ず

提出してください。 

備品が必要な理由を記入してください。また、

2022 年度の活動計画等などとの整合性に留意

してください。 

見積書やカタログなどを一緒に提出してくださ

い。添付資料の枚数を記入してください。 


